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 会 議 の 要 旨 （ 議 事 録 ）  

 

会 議 の 名 称 令和２年度第２回鳥栖市図書館運営協議会 

開 催 日 時 
令和 3 年 2 月 16 日（火） 

13：30～14：30 
開 催 場 所 鳥栖市役所２階第２会議室 

出 席 者 数 
委員７人（１人欠席） 

事務局６人 
傍 聴 人 数 0 人 

議 題 

（１）令和２年度事業経過報告及び今後の予定について 

（２）鳥栖市子ども読書活動推進計画の進捗管理について 

（３）令和３年度事業計画について 

（４）その他協議報告事項について  ほか 

配 布 資 料 

鳥栖市図書館運営協議会委員名簿 

令和２年度鳥栖市立図書館事業経過報告及び今後の予定 

鳥栖市子ども読書活動推進計画の進捗状況 

令和３年度鳥栖市立図書館事業計画 

その他協議報告事項 

所 管 課 （課名）生涯学習課 図書係 （電話番号）８５－３６３０ 



議 事 録 

 

１  開 会 

●事務局（課長兼館長） 

・開会 

 

◎教育長のあいさつ 

 

 

２  議 事 

○副委員長により議事進行 

 

議題（１）令和２年度事業経過報告及び今後の予定について 

●事務局 

資料「令和２年度鳥栖市立図書館事業経過報告及び今後の予定」

に基づき説明。 

○委員 

 「中止」と「未実施」の表記の違いは何でしょうか。 

●事務局 

 毎年恒例で実施している行事については「中止」、7 月の第 1 回運

営協議会の中で計画中となっていたものについては「未実施」と表

記しています。 

○委員 

 本のリサイクル（除籍資料配布）の「市民配布」は中止されまし

たが、残った資料は今どうしてありますか。 

●事務局 

 新型コロナウイルス感染拡大の状況次第では、できれば今年度中

に配布したいのですが、できなければ全て来年度に繰り越しと考え

ています。 

 

 

議題（２）鳥栖市子ども読書活動推進計画の進捗管理について 

●事務局 

資料「鳥栖市子ども読書活動推進計画の進捗状況」に基づき説明。 

○委員 

 「７ページ⑤学校図書館の情報化」と、「１１ページ⑤関係機関等

への支援、情報発信」について、ギガスクール構想で 1 人 1 台の端

末を配付し情報環境の整備を進める事業が進んでいますが、それと

の関連はありますか。学校図書館電算化について、中学校の電算化

の目途は立っていますか。 

 「７ページ⑥図書館との連携」の本のデリバリー事業が新設され

ていますが、その選書については教科書改訂（今年度は小学校、来

年度は中学校）が加味されていますか。 

●事務局 

 中学校図書館の電算化については、情報政策課との兼ね合いもあ

り検討中です。現在、情報政策課は、ワクチン接種準備室や人員減



などで忙殺されており、とてもこの話を持ち出せる状況ではないと

のことです。また、学校図書館の事務が、学校教育課から教育総務

課に１１月に移管されたばかりです。ちなみに、なかよし会におい

ても、ＩＣＴ化が進んできており、活用方策がないか検討中です。 

本のデリバリーについては、今年度５００冊の利用がありました。

うち３６０冊が旭小学校の利用で、主に特別支援学級の利用でした。

その他の学校については、調べ学習などで、学校に無い本、不足す

る本の利用でした。また、それとは別に、なかよし会に２，０４０

冊の貸出をしました。 

 

○ここから委員長により議事進行 

 

議題（３）令和３年度事業計画について 

●事務局 

資料「令和３年度鳥栖市立図書館事業計画」に基づき説明。 

〇委員 

 来年度の事業について、「対面のイベント」が未定となっています

が、オンラインでの講座やおはなし会を検討していないのでしょう

か。かなりの図書館が、取り入れているようですが。 

●事務局 

 現在、図書館ホームページ上にて、郷土のわらべうたということ

で、市内や県内のわらべうたを独自に整理し、著作権上問題ないも

のについて、児童担当司書で歌った動画と歌詞を上げています。 

 これまでは、絵本の読み聞かせやパネルシアターの動画は、著作

権法に抵触するため難しかったのですが、これから整理していく予

定です。 

〇委員 

 平成３０年著作権法改正により、第３５条「学校その他の教育機

関における複製等」については、「（中略）公衆送信を行う場合には、

相当な額の補償金を著作権者に支払わなくてはならない」となりま

したが、逆に言えば、一定の料金を支払えばその問題についてはク

リアできるはずです。予算化することを考えてはいかがでしょうか。

文化庁のホームページに詳細が動画で載っていますのでご覧くださ

い。 

○委員長 

 当大学でも、オンライン授業を継続するにあたって急遽予算化し

た経緯があります。著作権法３５条改正についての施行が約１年間

前倒しになり、今年度に限り無償にする取扱いでありましたが、来

年度から大学生一人あたり７００円程度の補償金の支払いが必要と

なりました。 

○副委員長 

 来年度は、「図書等購入費」は削減されなかったでしょうか。 

●事務局 

 例年どおりの予定です。 

〇委員 



 今後の事業計画で、「電子書籍の導入」の計画はありますか。感染

症対策交付金の対象となるはずです。 

●事務局 

 県内では、佐賀県が「青空文庫」の導入をしているのみです。九

州では徐々に導入が進んできてはいますが、初期投資だけでなく年

間維持費がかかることを考えると予算的に難しいです。県内の他市

町からも、県主導で導入してほしいとの意見が挙がっています。 

〇委員 

 つい最近、全国の電子書籍の導入状況を調査したら、このコロナ

禍で、新たに５３の自治体が新規で電子書籍を導入しており、前年

比４０％増となっていました。ただし、図書館全体でみると１割に

も満たずまだまだ普及していない状況です。 

 

 

議題（４）その他協議報告事項について 

●事務局 

資料「その他協議報告事項」に基づき説明。 

〇委員 

 「本の消毒機」は本を傷めるため、貴重本にはあまり使わない方

が良いというデータがあります。 

●事務局 

レファレンス、郷土、その他貴重な本については、消毒機にはか

けず７２時間虫干しで対応しています。 

 

 

３  その他 

●事務局 

今年度、市民提案箱への要望は、雑誌を増やしてほしい、本の消

毒をしていますか、等でした。 

○委員長 

 ２月１０日に県主催で行われた司書のつどいには参加されたでし

ょうか？参加者が少ないということで当大学にもお誘いがあり、参

加してきたのですが、県立図書館の児童書の全点購入や、「司書のつ

どい」など山口知事の熱い思いを感じました。 

ぜひ、このような人と人とのつながりも大切にしてほしいと思いま

す。司書の表彰もあり、現場の励みになると思います。 

 

 

４  閉 会 

 
 

 


